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　資源を回収してリサイクル。とてもいいことをしているような気がします。確かに、ごみとして出してしまうよ
りも、資源としてリサイクルしたほうが環境にもいいところがあります。�
　しかし、リサイクルするためにも多額の費用とエネルギーが必要です。実際に狛江市でリサイクルのために必要
な手順と費用をお知らせします。�
�

資源回収にかかる経費�資源回収にかかる経費�平成18年度当初予算、�平成19年度予算予定額�（　　　　 ）�資源回収にかかる経費�

各 種 資 源 問 屋 へ �

平成18年�
38,311千円�

平成19年�
37,602千円�

平成18年�
33,815千円�

平成19年�
33,335千円�

平成18年�
75,718千円� 平成18年�

7,875千円�
平成19年�
8,768千円�

ビン�

缶�

ペットボトル�

すべて人の手で、リターナブルびんと
ワンウェイびんに分け、さらにワンウェ
イびんは色別に分けて砕いています。�

アルミ缶とスチール缶を磁力で選別�
して、圧縮します。�

ふたが外れていないものは、人の手で
外し、圧縮して梱包します。�

収集・運搬�収集・運搬� 収集・運搬・処理�収集・運搬・処理�

選別・処理�
平成18年�
11,704千円�
平成19年�
12,254千円�

選別・処理�
平成18年�
39,602千円�
平成19年�
37,779千円�
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金属�

古紙・古布�
植木�

平成19年�
91,545千円�
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狛江市�

ビン・缶  リサイクルセンター� 金
属
は
直
接
問
屋
へ
�

リ
サ
イ
ク
ル
�

チップ化�

資
源
ご
み
�

　
売
払
い
代
金
�

合　計�
�
�

20,997千円�
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23,103千円�


